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今月の表紙
今月の表紙は千葉国際芸術祭2025のメインロゴである「ち」を基本に、そこから派生したさまざまな展開パター
ンをカラフルな色で表現したものです。
千葉国際芸術祭2025のコンセプトは「ちから、ひらく。」です。ここには様々な意味が込められており、芸術
祭で実現したい夢として、『多様な「ち」（千葉、地、力、知、宙、超、智…etc.）から創造活動をはじめること』
を掲げ、アーティストも生活者も来訪者も、みんなでつくる「市民参加型」の新しいスタイルの芸術祭として、市
内において様々なアートプロジェクトを展開していきます。
そんな「ち」が千葉国際芸術祭2025のメインロゴです。「ち」の文字が持つ多様な意味と、その豊かな表情か
ら着想してデザインされました。しなやかでありながら力強く、なおかつ親しみのある「ち」をベースとして、そこ
に様々な表情を加えていきます。市民参加型芸術祭としての寛容さ、また、芸術祭を契機に多様な個性や活動が生

メージをかけ合わせることで、多様な「ち」が生まれていきます。生まれてきた様々なイメージが一つのテーマのもとに共存
する姿をイメージし、「ち」からもの・こと・ひとがひらいていくという意味が込められています。
新たなトリエンナーレの本会期である令和７年度では、市内で様々なアートプロジェクトが展開されていきます。そこには、
それぞれの表情を持つ「ち」が掲げられますので、皆さんも是非、地域の創造性を育む新たなアートの祭典に参加して、自分
のお気に入りの「ち」を探してみてください。

まれていく姿を表し、「参加したい」と思える期待感を持たせています。
そして「ち」の文字の懐には、人の表情やアートプロジェクトのイ
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中
村 

洋
子 

氏

学
校
法
人
中
村
学
園

理
事
長

モットーは「明るく  楽しく  元気よく」
これから社会に出る若者を育てていく

～時代のニーズ読み５分野の専門学校を運営～

接客業に就く学生を育て、ホスピタリティを大切に、５つの分野で社
会へと送り出す専門学校を運営する学校法人 中村学園。創業78年を迎
え、創業者の精神を受け継ぎながら「明るく  楽しく  元気よく」をモッ
トーとする中村洋子理事長にお話を伺いました。

中村 洋子 氏　Profile
なかむら・ようこ／1943年、市原市生まれ、千葉市新
宿（現中央区）育ち。県立千葉女子高から法政大学卒業後、
杉野学園（ドレメ）で学び、中村学園にて洋裁講師に従事。
1993年、本部長就任。2007年、理事長就任。

経営談話室
Vol.240

経営談話室

戦
後
、
洋
裁
学
校
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

創
業
者
に
憧
れ
、
講
師
に

当
学
園
は
今
年
、
創
立
78
年
を
迎
え
ま
し

た
。
１
９
４
７
年
、
私
の
母
で
あ
る
中
村
あ

い
が
設
立
し
た
、
中
村
洋
裁
研
究
所
を
前
身

と
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
新
し
い
分
野

の
専
門
学
校
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

母
の
中
村
あ
い
は
、
実
際
に
は
叔
母
に
あ

た
る
人
物
で
、
私
の
育
て
の
親
に
な
り
ま
す
。

小
学
２
年
生
の
時
、
生
活
を
共
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
以
来
、
傍
ら
で
ず
っ
と
母

が
仕
事
を
す
る
姿
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
子

ど
も
心
に
尊
敬
し
、
憧
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

大
学
を
卒
業
し
、
洋
裁
の
専
門
学
校
・
ド

レ
メ
（
東
京
の
杉
野
学
園
）で
学
ん
だ
後
、27

歳
頃
か
ら
当
学
園
で
洋
裁
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
夜
間
部
の
学
生
が
多
く
、
講

師
は
昼
も
夜
も
授
業
が
あ
っ
て
、
忙
し
か
っ

た
で
す
。
当
学
園
の
学
生
数
も
ピ
ー
ク
時
に

は
４
１
５
人
を
数
え
、
創
立
時
の
４
階
建
て

の
小
さ
な
校
舎
が
、
学
生
で
満
員
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
が
て
既
製
服
が
普
及
し
、
女

学
校
を
卒
業
し
た
女
性
が
花
嫁
修
業
と
し
て

洋
裁
を
学
ぶ
時
代
は
過
ぎ
、
当
学
園
も
、
学

生
数
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

先
を
見
据
え
洋
裁
以
外
の
分
野
を

次
々
に
開
拓
し
て
い
っ
た
母

母
は
い
ち
は
や
く
、
洋
裁
以
外
の
分
野
を

模
索
し
始
め
ま
し
た
。ま
ず
、時
代
の
最
先
端

だ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
校
を
見
学
し
た

も
の
の
、
巨
額
の
設
備
投
資
や
維
持
費
が
求

め
ら
れ
る
た
め
断
念
。
続
い
て
、
縁
あ
っ
て

旅
行
の
専
門
学
校
を
紹
介
さ
れ
、
１
９
８
７

年
、当
学
園
と
提
携
が
決
ま
り
、国
際
ト
ラ
ベ

ル
・
ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校
（
Ｉ

Ｔ
Ｈ
）
を
開
校
し
ま
し
た
。
海
外
旅
行
ブ
ー

ム
で
、
添
乗
員
を
目
指
す
学
生
数
は
増
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
私
の
次
女
の
動
物
専
門
学

校
へ
の
進
学
を
き
っ
か
け
に
、
１
９
９
９
年

に
専
門
学
校
ち
ば
愛
犬
動
物
フ
ラ
ワ
ー
学
園

を
開
校
。
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
、
旅
行
と
の
２

本
柱
で
学
生
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
母
は
、
国
際
線
の
エ
ス
テ
に
感
動

し
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
養
成
学
校
を
計
画
、

２
０
０
７
年
に
ア
イ
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
専
門

学
校
を
開
校
。
そ
し
て
子
ど
も
が
な
り
た
い

職
業
と
し
て
「
パ
テ
ィ
シ
エ
」
と
い
う
言
葉

が
定
着
し
て
き
た
２
０
１
４
年
、ハ
ッ
ピ
ー
製

菓
調
理
専
門
学
校
を
、翌
年
に
は
ジ
ェ
イ
ヘ
ア

メ
イ
ク
美
容
専
門
学
校
を
開
校
。現
在
は
５
つ

の
専
門
学
校
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

周
囲
の
支
え
で
理
事
長
に

サ
ポ
ー
ト
し
合
い
若
者
を
育
て
る

私
は
結
婚
、
出
産
後
も
母
の
サ
ポ
ー
ト

を
続
け
、
１
９
９
３
年
か
ら
運
営
本
部
長
、

２
０
０
７
年
に
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

母
は
学
園
の
経
営
に
つ
い
て
、
何
も
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
営
し
て
い
く
上

で
、
自
分
と
波
長
の
合
う
人
を
絶
対
に
３
人

は
持
ち
な
さ
い
、
と
だ
け
は
言
っ
て
い
ま
し

た
ね
。
１
人
か
２
人
、
企
業
と
し
て
規
模
が

大
き
く
な
れ
ば
３
人
は
ブ
レ
ー
ン
が
必
要
だ

と
。
確
か
に
、
何
か
新
た
な
事
業
に
取
り
組

む
た
び
に
、
学
園
内
外
の
経
験
豊
か
な
人
材

が
私
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

毎
年
、
４
月
に
当
学
園
全
体
の
基
本
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。「
専
門
教
育
を
通

じ
て
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
」、「
学
園

に
関
連
す
る
事
業
に
主
体
的
に
取
り
組
む
」、

「
互
い
を
認
め
合
い
、
共
に
学
園
で
働
く
事

に
幸
福
を
感
じ
る
よ
う
心
が
け
る
」。
こ
の

３
つ
は
私
の
精
神
で
す
ね
。
そ
し
て
モ
ッ
ト

ー
「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
」
は
職
員
み

ん
な
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
は
学

生
は
育
て
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
サ
ポ
ー

ト
し
合
っ
て
、
ひ
と
り
の
学
生
を
社
会
人
に

育
て
る
。
こ
れ
が
専
門
学
校
の
役
割
で
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
78
年

２
千
名
の
学
生
の
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト

〈DATA〉

学校法人中村学園
理事長　中村 洋子

〒260-0021  千葉市中央区新宿2-14-3
☎043−242−0467

▶�

現
在
の
は
ま
の
幼
稚
園
外
観
。
理
事
長

は
毎
朝
、
門
の
前
に
立
ち
登
園
し
て
く

る
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
、
グ
ー
タ
ッ
チ

す
る
の
が
日
課

▲学校法人中村学園の本館「Nタワー」

▲中村理事長を囲んで、職員の皆さん大集合！
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経営談話室

Q&A中村理事長 留
学
生
た
ち
の
多
く
が
日
本
で
就
職

新
た
な
コ
ー
ス
の
構
想
も

学
校
経
営
の
ピ
ン
チ
は
、
学
生
数
が
減
る

こ
と
。
学
生
数
の
減
少
で
困
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
母
の
教
え
を
受
け
継
ぎ
、
幸
い

に
も
現
在
に
至
り
ま
す
。
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、

周
り
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
近
年
は
少
子
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
当

学
園
は
今
年
度
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
在
籍

学
生
数
が
初
め
て
２
千
人
を
超
え
る
予
定
で

す
。た

だ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
留
学
生
が
来
日
で
き

な
く
な
っ
た
の
は
痛
手
で
し
た
。
感
染
拡
大

が
落
ち
着
い
て
以
降
、
Ｉ
Ｔ
Ｈ
に
は
４
０
０

人
近
く
の
留
学
生
が
在
籍
し
、
卒
業
生
の
多

く
は
日
本
で
就
職
し
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や

旅
行
会
社
、
空
港
…
需
要
も
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
有
り
難
い
こ
と
に
、
留
学
生
た
ち
は

母
国
の
後
輩
た
ち
に
声
が
け
し
て
く
れ
る
の

で
、
続
い
て
入
学
し
て
く
れ
ま
す
。
留
学
生

は
起
業
に
意
欲
的
な
よ
う
で
、
観
光
だ
け
で

な
く
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
に
特
化
し
た
新
コ
ー

ス
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
会
に
出
て
行
く
若
者
を
育
て
る
仕
事

卒
業
生
た
ち
が
活
躍
す
る
姿
に
涙

現
在
、
私
の
次
女
夫
婦
が
一
緒
に
働
い
て

く
れ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
学
園
が
未
来
永
劫

続
い
て
く
れ
れ
ば
、そ
れ
が
一
番
で
す
。「
精

神
は
学
生
、
そ
し
て
職
員
と
そ
の
家
族
と
と

も
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
次
世
代
の
人

精
神
は
学
生
、
そ
し
て
職
員
と
そ
の
家
族
と
と
も
に
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
て
い
っ
て
、
各
校
の
責
任

者
が
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
う
ば
か

り
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
行
く
若
者
を
育
て

て
い
く
こ
の
仕
事
は
、
本
当
に
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
卒
業

生
が
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
。
た
ま
に
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
際
、
ス
タ

ッ
フ
と
な
っ
て
働
く
卒
業
生
か
ら
「
理
事
長

先
生
！
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
が

あ
っ
て
、
私
の
友
人
た
ち
か
ら
は
「
う
ら
や

ま
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
よ
。
活
躍
し
て
く

れ
て
い
る
姿
が
何
よ
り
の
や
り
が
い
に
な
り
、

涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
い
で
す
ね
。

た
ち
が
感
じ
取
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
の
先
も

続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
５
校
が
、

休日の過ごし方は？Ｑ
趣味はゴルフ。時にはハワイなど海外で
プレーしたり、プロゴルフ観戦にも出かけ
ます。テレビでもスポーツ中継は好きです
ね。忙しくても、遊ぶことは重要。友人
との食事、映画や美術鑑賞など、大い
に楽しんでいます。

Ａ

愛読書は？Ｑ
ビジネス書なども読まなければと心がけて
いますが、山崎豊子さんや内館牧子さん
など、女性作家の小説をよく読みます。

Ａ

やる気の源は？Ｑ
Ａ 学生や職員の「元気」「明るい表情」。
それを見ると、私も元気が出ます。毎日、
学校に来ることで元気をもらえますね。
今、81歳ですが、学生時代の友人たち
はとうにリタイアしていて、よく「まだやっ
てんの？！」と言われちゃいますが（笑）。

好きな音楽のジャンルは？Ｑ
イルカさんなど女性歌手の曲が好き。昭
和歌謡やフォーク、ニューミュージックは
いいですね。最近の曲はちょっと（笑）。
でも学生たちが好きなものはなるべく聴
くようにしています。自宅では孫と一緒
にNetflixを観ますが、最近の映画は感
覚が鋭くて、面白いですね。

Ａ

▶�

「
最
近
は
、
当
学
園
の
卒
業
生
が
、
職
員
と
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
る

ん
で
す
。
そ
れ
が
、
学
校
と
し
て
継
続
し
て
い
く
ひ
と
つ
の
方
法
か
と

思
い
ま
す
ね
」
と
中
村
理
事
長

▲専門学校ちば愛犬動物フラワー学園

▲ハッピー製菓調理専門学校

▲アイ  エステティック専門学校

▲国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校（ＩＴＨ）

▲ジェイヘアメイク美容専門学校

メンタルヘルス対策はコストではなく企業に還元される利益

能力は十分あるのに、目標を達成でき
ない。それは根性が足りないのでも、
運が悪いのでもありません。
本番で実力を発揮するには、何事にも
動じないメンタルが必要です。
目標に向かう過程で生じる不安や悩み
を、どうサポートするかで、部下の人
生は大きく変わります。その悩み、
Koharubiに任せてくれませんか。

経営者・管理職向けセミナー
１社：30,000 円（税別）／３時間

貴社へ訪問し
セミナーを開催
いたします。

【お問合せ】
○名　称：	 メンタルケアKoharubi� 代表　市原誠一郎
○所在地：	 〒260-0013
	 千葉県千葉市中央区中央２丁目５ー１
	 千葉中央ツインビル２号館７階� CHIBA-LABO
○Tel：	 070-1433-0826
○Mail：	 ichihara@koharubi.online

その他、貴社のご希望に沿った施策もオーダーメイド致します。
お気軽にご相談ください。

株式会社千葉日報社
〒260-8628　千葉県千葉市中央区中央4丁目14番10号

企業取材や人事情報も多数

メールアドレスからでもOK
c-nippo@chibanippo.co.jp

法人様専用
お申し込みフォーム

円（税込み）3,700
１アカウント月額 ※複数アカウントをご契約の場合、 料金の割引がござい

ます。 詳細はお問い合わせください。 ※契約は、６カ月ま
たは１年です。お支払いはいずれも一括払いとなります。 
※電子新聞の閲覧期間は過去30日間分となります。

ビジネスに！

地域密着の情報力で

ライバルに圧倒的な差をつけよう

地域の確かな情報を

地域のニーズや
トレンドを把握 さまざまな企業の

取り組みを
事業展開のヒントに

自治体などの
重要な情報を
キャッチ

幅広い知識や
見識を深め
営業力をアップ

住民の声を知り
顧客づくりに

法人プラン



下記７議案はすべて原案通り承認されました。

議案第１号 令和７年度事業計画(案)承認に関する件 【常議員会・総会案件】

議案第２号 令和７年度一般会計、特別会計収支予算(案)承認に関する件 【常議員会・総会案件】

議案第３号 常議員の補欠選任に関する件 【常議員会・総会案件】

議案第４号 令和６年度一般会計、特別会計収支補正予算(案)承認に関する件 【常議員会案件】

議案第５号 役職員給与規則の一部改定に関する件 【常議員会案件】

議案第６号 選挙管理委員会委員の委嘱につき同意を求める件 【常議員会案件】

議案第７号 新会員の加入承認に関する件 【常議員会案件】

令和７年度　収支予算

議案

支出合計
2,407,595

収入合計
2,407,595

管理費
167,195

会費収入
121,188

人件費
349,804

　事業費
1,537,299

予備費
274,820

国等の
補助金・
委託金
908,431

事業収入
831,226

前年度
繰越金
306,900

特定商工業者負担金
5,720

積立金取崩
234,130

基金積立金他
78,477

「単位：千円」

※会計間の繰入金・繰出金を除く

新
た
に

選
任
さ
れ
た
役
員

東日本電信電話㈱  千葉事業部
　千葉事業部長兼千葉支店長

井上  暁彦

【常議員】

千葉テレビ放送㈱
代表取締役社長

青柳  洋治

【常議員】

7 夢シティちば　2025年₅月号 6夢シティちば　2025年₅月号

第
２
７
９
回
常
議
員
会
・
第
92
回
通
常
議
員
総
会　千

葉
商
工
会
議
所
（
佐
久
間

利
会
頭
）
は
、

第
２
７
９
回
常
議
員
会
・
第
92
回
通
常
議
員
総

会
を
３
月
19
日
㈬
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
所
第
1
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
、
43
名

の
役
員
・
議
員
の
参
加
（
別
途
、
委
任
状
の
提

出
が
62
名
）
の
下
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
上
程
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
佐
久
間
会
頭
か
ら
「
国
内
経
済
は
緩

や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

原
材
料
価
格
の
高
騰
や
賃
上
げ
、
人
材
確
保
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
い
て
い
る
。
加
え
て
、
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
不
確
実
性
の
高
い
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
、

企
業
経
営
の
安
定
化
に
は
一
層
の
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
中
で
、当
所

は
、
令
和
７
年
度
を
現
行
中
期
行
動
計
画
の
最

終
年
度
と
位
置
づ
け
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
個
社
支
援
の
強
化
を
は
じ
め
、
人
材

の
確
保
・
育
成
、販
路
開
拓
支
援
、創
業
者
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
創
出
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
推

進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー

ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
社
会
課
題
に

対
す
る
取
組
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、『
千
葉
国
際
芸
術

祭
２
０
２
５
』
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
来
年
に

は
『
千
葉
開
府
９
０
０
年
』
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
好
機
と
と
ら
え
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
千
葉
の
魅
力
を
最
大

限
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
、
い
よ
い
よ

今
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
４
月
13
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
。
当
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
や
県

内
経
済
団
体
な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し
て
機
運

醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
所
と
し
て
万
博

の
視
察
を
予
定
し
て
お
り
、
直
接
、
万
博
の
成

功
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
く
。
役
議
員
の
皆
様

に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
、
会
議
所
運
営
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
い
う

旨
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
、
令
和
7
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
を
承
認
し
た
後
、
役
員
人

事
案
件
で
は
、
人
事
異
動
に
伴
い
欠
員
と
な
っ

て
い
た
常
議
員
２
名
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
が
議
員
選
挙
選
任
の
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
委
嘱

を
行
う
こ
と
や
、
令
和
６
年
10
月
～
令
和
７
年

2
月
に
加
入
申
し
込
み
の
あ
っ
た
新
会
員
の
加

入
を
承
認
し
ま
し
た
。
議
案
審
議
後
は
、
事
務

局
か
ら
今
後
の
主
な
日
程
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
承
認

第279回常議員会・第92回通常議員総会 Topics第279回常議員会・第92回通常議員総会

▲総会の様子



9 夢シティちば　2025年₅月号 8夢シティちば　2025年₅月号

令和７年度事務局組織 令和７年度事業計画・重点事業 Topics

令和７年度　千葉商工会議所　事務局組織 令和７年度事業計画・重点事業
予算（千円）

Ⅰ．中小企業の持続的発展 887,830 

１．人材確保・育成
人材確保・育成に向けた支援、階層別・職種別セミナーや検定
試験等の開催、会員優良従業員表彰の開催、保険（共済）事業に
よる福利厚生の充実

91,674

２．販路拡大支援 プロモーション活動の支援、ビジネス交流会・商談会の開催、
会員交流会の開催 3,949

３．DXの推進 デジタル化・DX推進に向けたセミナー・講習会の開催、専門家
との連携による支援 4,854

４．事業承継支援 事業承継・引継ぎ支援センター事業 217,750

５．創業支援 創業スクールの開催、創業後のフォローアップ支援、スタート
アップ企業の創出及び育成に向けた支援 5,258

６．経営支援 経営指導員による窓口・巡回相談体制の強化、経営、労務、金融、
税務等の相談事業、中小企業活性化協議会事業 564,345

Ⅱ．魅力あるまちづくり 14,996

１．まちの活性化 「YORU MACHI」パレードの実施、中心市街地・幕張新都心な
どの活性化に向けた事業 14,188

２．地域資源を活かした
　　まちづくり

「千葉国際芸術祭2025」の実施に向けた取組、「千葉開府900年」
に向けた機運醸成の推進、インバウンド需要の取り込みに向けた
セミナー等の開催

808

Ⅲ．社会課題への対応 −

Ⅳ．政策提言・要望活動 −

Ⅴ．組織基盤の充実強化〈Ⅰ〜Ⅳの達成に向けた取組〉 73,378

１．会員満足度の向上 部会活動の活発化、会員増強活動の展開、会員交流会の開催（再掲） 32,599

２．�会議所の情報発信力の強化 会報誌「夢シティちば」の刊行、ホームページやSNSの活用強化 26,628

３．事務局体制の強化 所内デジタル化・DXの推進、職員の能力向上に向けた取組 14,151

令和７年４月１日現在

千葉開府900年記念　登録メンバー受付中！
～千葉開府900年を一緒に盛り上げませんか？～
　千葉市では、市民・団体・企業等の皆さまと共に、2026年に迎える千葉開府900年の記念事業を
一緒に盛り上げていくための取組み「千葉開府900年記念メンバーシップ登録制度」を開始し、登録
いただけるメンバーを募集中です。
　メンバーの特典としては、ロゴマークの提供や、のぼり旗などのグッズの貸し出し、特設ホーム
ページへの掲載などがあります。
　皆さまからのお申込みをお待ちしております。 ●お問い合わせは……

　千葉開府900年記念協議会事務局
　（千葉市都市アイデンティティ推進課内)まで
　電　話：043-245-5660
　メール：kaifu900th@city.chiba.lg.jp

詳しくはこちらから
↓↓↓↓↓

専務理事　　吉　野

常務理事　　松　浦

事務局長　　　丸　

総　務　部
部長　瀬　田

企　画　部
部長　山　田　

経営支援部
部長　宍　倉

財務管理課

課長　横田

会員交流課

課長　薮㟢

特命担当

課長　板倉

地域振興課

課長　児玉

経営支援課

課長　宍倉（兼務）

総　務　課

課長　瀬田（兼務）

主幹　伊藤

企画広報課

課長　山田（兼務）

主幹　中村



11 夢シティちば　2025年₅月号 10夢シティちば　2025年₅月号

令和７年度事務分掌

総務部（TEL：043-227-4101）　　企画部・経営支援部（TEL：043-227-4103）

部　　署 主な事業内容 部会・委員会等

総　務　部

総　務　課

定款・登記その他諸規程、議員総会・常議員会その他諸会議、庶
務（所内連絡調整、公職印管理、文書収受、什器備品管理、職場
環境整備等）、労務・人事管理、会員台帳・特定商工業者法定台
帳管理（会費・特定商工業者負担金徴収等）、コンピューターの管
理・所内デジタル化の推進、受託事業の管理・運営、会員募集の
企画立案・実施、議員の選挙・選任、団体支援（千葉市大型店会）

総務委員会

財務管理課 財務管理、経理事務（現金・預金・有価証券の管理、会計帳簿の管
理等）、会議所会館の管理・運用、貸会議室の運用 金融・税制委員会

会員交流課

商工技能事業（各種検定試験の施行、各種技能競技会等、各種商工
技能団体との連携等）、原産地証明等の貿易関係証明、公害健康被
害補償制度に係る委託業務、保険（共済）事業、会員企業・従業員
の福利厚生、商工会議所電子認証事業、会員サービス・会員交流
事業、環境保全、会員優良従業員表彰事業、労働保険事務組合、カー
ボンニュートラル推進支援

福祉環境委員会
商業流通委員会

企　画　部

企画広報課

事業計画書・事業報告書の作成、会議所の運営・事業に係る企画
立案・実施全般、国県市等に対する建議・陳情・提言・要望等、
調査（地域経済動向等調査・資料収集・提供、各種情報調査機関と
の連携・商工会議所ＬＯＢＯ調査等）、広報（会報誌の刊行、報道
発表等）、ホームページ・ＳＮＳの管理・運用、役員視察会の企画
立案、団体支援（女性会）

観光・サービス部会
自由業部会
金融部会

地域振興課
まちづくり（千葉市中心市街地まちづくり協議会、中心市街地活性
化事業等）、地域イベント支援、イルミネーション事業、地域振興

（商店街振興、幕張新都心地区振興、地域振興立案・実施）、SDGs
推進支援、観光振興、千葉市との連携、団体支援（青年部）

小売部会
運輸部会
産業政策委員会
都市開発委員会

経営支援部
経営支援課

経営改善普及事業（金融・経営・法律・労務・税務等各種相談、小
規模事業者経営改善資金（マル経）融資・各種制度融資の紹介・あっ
せん、各種講習会・研修会等の開催、経営安定特別相談事業、小
規模企業共済制度・中小企業倒産防止共済制度、経営革新、創業・
事業承継支援、生産性向上、窓口専門相談等）、経営発達支援事業、
人材活用支援、各種補助金申請の支援、販路開拓支援、ザ・ビジ
ネスモールの管理、ＤＸの推進支援、国際振興（貿易通商関連情報
の収集・提供、海外進出支援、海外視察団の派遣・受入れ、国際
交流等）

食品部会
工業部会
卸売部会
医療・介護部会
建設部会
国際委員会
情報委員会

特 命 担 当 会員訪問（新入会員のフォローアップ、共済・福祉制度の推進）、
事業者訪問、巡回相談

Topics

新入会員のご紹介 …事業内容
…ＰＲ（宣伝）コメント

（順不同・敬称略）

ご入会いただき
ありがとう
ございました

園生ピアノ教室 CHAINON シェノン ハンモックリフレ＆ロミロミKahana
【代　表】　八島　里美
【所在地】　稲毛区園生町
	ピアノとフルートの個人レッスン。シニアのための脳
トレピアノ。

【代　表】　牧野　千絵
【所在地】　緑区鎌取町
	アレルギーの有無に関わらず、誰もが安心して食べら
れる米粉のお菓子を作っています。

【代　表】　鎌田　恵
【所在地】　花見川区浪花町
	子育て講座

まるしかさん ㈱ Office Masumi JoZ ㈱
【代　表】　山本　菜津子
【所在地】　稲毛区稲毛東
	幼児教育

【代　表】　雜賀　ますみ
【所在地】　中央区仁戸名町
	管理医療機器販売貸与、営業代行、各種コンサルティ
ング、データ分析、教育支援

	テクノロジーで日本の睡眠を変えていく 未来の商品
力 質の高い睡眠を手に入れよう

【代　表】　頭鬼　秀治
【所在地】　若葉区北大宮台
	ソーラーパネル工事、エコキュート工事

よつば整体サロン Aiming to SDGｓ AAlto design office
【代　表】　小嶋　紀子
【所在地】　美浜区磯辺
	日本DRT協会認定院、NPO法人日本自然医療協議会
認定リンパサロン

【代　表】　謝　素麗
【所在地】　美浜区磯辺
	人に地球に優しい楽しい新規製品の開発と製造、企業
へのESG新規事業提案と提供

【代　表】　高橋　しおり
【所在地】　稲毛区黒砂
	WEB、印刷物、商品、展示会、EC、販促物等、営業・
集客に関する商業デザイン全般

	Web制作～販促物、商品・展示会まで、事業を支える
すべての制作物をトータル対応！

日本エコプロダクツ ㈱ ソラーレホテルズアンドリゾーツ ㈱
 ロイヤルパインズホテル千葉 (同) エスティディア

【代　表】　金子　元
【所在地】　中央区中央
	ドライアイス洗浄機開発、製造、販売等
	安心の日本製ドライアイス洗浄機で生産設備の生産性
向上＋品質維持＋コスト削減を提案

【代　表】　川﨑　博樹
【所在地】　中央区中央
	サービス業（ホテル業）
	街にも、人生にも、寄り添えるホテルに

【代　表】　後藤　亘陽
【所在地】　若葉区若松台
	地方創生や学生への支援を目的としたイベント等の企
画・運営

金城行政書士事務所 Well Ment ㈱ ㈱ アーバンミライ
【代　表】　金城　吉輝
【所在地】　中央区今井
	行政書士（入管業務・帰化申請）

【代　表】　村本　充
【所在地】　美浜区若葉
	AI技術を活用したサービスの開発・販売・運用

【代　表】　劉　麗娜
【所在地】　美浜区高洲
	不動産仲介

ALBOSビジネスアドバイザリー㈱ ㈱ NEXT5コンサルティング つついリーガルオフィス
【代　表】　嘉鳥　昇
【所在地】　若葉区都賀の台
	経営管理基盤の強化、人材育成・ビジネスソフトスキ
ルの強化に関するコンサルティング

	企業の経営課題の解決を支援するとともに、支援活動
を通じて社員の成長も目指します。

【代　表】　雑賀　秀二
【所在地】　中央区中央港
	飲食店コンサルティング

【代　表】　筒井　紀孝
【所在地】　若葉区都賀
	司法書士業

㈱ RTF 税理士法人リリーフ 共瑩工業 ㈱
【代　表】　村木　未来
【所在地】　松戸市高塚新田
	和食　寿司

【代　表】　髙橋　達徳
【所在地】　中央区富士見
	税理士業務

【代　表】　千葉　勇治
【所在地】　緑区高田町
	管工事業、産業廃棄物収集運搬業

新入会員を募集しております。
みなさまのお知り合いをぜひご紹介ください。
お問合せ／お申込みは、千葉商工会議所総務部総務課までお待ちしております。
Tel.043－227－4101　Fax. 043－227－4107

あなたの健康をサポートする…
公益財団法人
ちば県民保健予防財団

特定健診　保健指導　一般健診
出張健診　環境測定　人間ドック
各種がん検診　各種精密検査
禁煙外来　骨粗しょう症検査

千葉市美浜区新港32-14

https://www.kenko-chiba.or.jp
☎043-246-0265



千葉商工会議所（5月〜7月）
セミナー情報

日　程 セミナー名称 セミナー番号

₅月13日㈫ ～経理の基礎から税金・法人税まで！仕事で役立つ知識が1日で身につく！～�
ビジネススクール「経理実務講座」 4

₅月20日㈫ ～生産性向上！段取り上手が仕事の主導権を握る！～�
ビジネススクール「段取り力強化セミナー」 5

₅月29日㈭ ～説得力UP、共感力UP、コミュニケーション力UP！～�
ビジネススクール「話し方・きき方・伝え方講座」 6

₆月₅日㈭ ～組織を成長させるリーダーを育成する！リーダー育成総合プログラム！～�
ビジネススクール「次世代リーダー育成研修」 7

₆月19日㈭ ～報連相が組織の成功を左右する！ビジネスの成果は正確な報連相から！～�
ビジネススクール「報・連・相講座」 8

₇月10日㈭ ～生産性向上！新しいアイデア・価値の創造！～�
ビジネススクール「仕事力向上のための考える力と気づく力セミナー」 9

₇月24日㈭ ～人を育て、目標を必達するスキルを習得！マネジメント力強化プログラム！～�
ビジネススクール「管理者のためのマネジメント力養成講座」 10

	 	 	 	 	

セミナー番号

4
～経理の基礎から税金・法人税まで！仕事で役立つ知識が1日で身につく！～
ビジネススクール「経理実務講座」

●内　容	 ①経理の仕事とは
	 ②現金・預金・手形の処理
	 ③課税の仕組み、税務調査 
	 ④法人税の処理
	 ⑤消費税・源泉所得税

●日　時　令和７年５月13日（火）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　12階　研修室

●定　員　40名（先着順）
●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

本講座は、今日の経営環境下に限らず、いつの時代に
も企業経営には欠かせない経理についての基本から法人
税や所得税等の税金までを、事例を交えてやさしく解説
いたします。

簿記・経理の基本原理と処理の一巡に関する理解に焦
点をあて、代表的な日常取引や代金決済の処理方法から、
税金までを豊富な事例を交え、習得していただきます。

また、法人税や消費税、電子帳簿保存法など、日常業
務及び会社運営に必要不可欠な税金の知識も学習し、日々
の業務遂行に欠かせない『実務』を、わずか１日で習得
していただけるので、毎年、たくさんの方の参加をいた
だいている人気講座です！

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

5
～生産性向上！段取り上手が仕事の主導権を握る！～
ビジネススクール「段取り力強化セミナー」

●内　容	 ①なぜ段取り力が必要か
	 ②先読み力とは何か
	 ③見える化の実践  
	 ④効率的に遂行する
	 ⑤チームの成果を高める連携

●日　時　令和７年5月20日（火）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　12階　研修室

●定　員　40名（先着順）
●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

「働き方改革」「テレワーク」従業員の仕事への取り組み
方は、企業存続上非常に重要な問題です。「何から手を付
けて良いのかわからない。」「計画通り仕事が進まない。」「残
業続きの毎日。」このような現状を抱えておられる社員の
皆様にお勧めです！

効率的に仕事を上手に進めるために、一歩先を予測する
「先読み力」、優先順位や業務手順を決定する「さばき力」
等業務の全体像を整理して、ひとつひとつ確実に、迅速に
遂行していく力、それが「段取り力」です。

段取り力は自分自身の業務を効率的にマネジメントし、
生産性を上げていく力です。また、頻繁かつ予測が難しい
トラブルに対処する「危機管理能力」も身につきます。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

6
～説得力UP、共感力UP、コミュニケーション力UP！～
ビジネススクール「話し方・きき方・伝え方講座」

●内　容	 ①話し上手はきき上手
	 ②「話し方」の基本
	 ③「伝える」技術

●日　時　令和７年５月29日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名（先着順）

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

目標を達成し、成果を最大化させるためには、相手と
良質な人間関係を構築することが求められます。また、
それと同時に、相手を動かすためには、彼らが求めてい
るものを正確に把握することも重要です。「聴くこと」（傾
聴力）で多くの情報を引きだし、人間関係を好転させ、

「訊くこと」（質問力）で相手に考えさせ、気づきを促し、
行動につなげることができるのです。

きき方、話し方を変えれば、人生も変わります。
人との会話のパターンや癖は、意識的に訓練をしてい

ない限り、上手になることはありません。この機会に実
践、習得して組織を活性化させ、目標の最大化を目指し
ましょう。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

7
～組織を成長させるリーダーを育成する！リーダー育成総合プログラム！～
ビジネススクール「次世代リーダー育成研修」

●内　容	 ①リーダーの役割を考える
	 ②チームメンバーとのかかわり方
	 ③コーチング力を磨く
	 ④論理的思考力を磨く

●日　時　令和７年６月５日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名（先着順）

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

優秀なリーダーが、企業の成長・発展のカギを全てに
ぎっています。

現場で実際に起こっている問題を整理し、解決方法の
検討、実践、検証といった様々なサイクルの経験と、こ
れらの問題に立ち向かえる意識と知識を有してこそ、真
のリーダーとしての能力をもった人材が早期に育まれて
いきます。

本講座では、新任リーダーやリーダー候補者など中堅
～若手世代の方々にご参加いただき、 グループワークを
通して、次世代リーダーとして必要な基本知識・スキ
ル、思考フレームを体系的に学んでいただくことを目指
します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

13 夢シティちば　2025年₅月号 12夢シティちば　2025年₅月号

ＦＡＸでのお申込みの場合（ＦＡＸ：０４３－２２７－４１０７）
※ネットからのお申込みは、各セミナーのご案内ページをご参照ください。

※ご記入いただいた個人情報は、商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用することがあります。

セミナー番号・名称 番号：　　　　　　　名称：

事 業 所 名 TEL

フリガナ
FAX

役 職 ／ 申 込 者 名

所 在 地

E-mail

フリガナ
① ②

参 加 者 名

下記の欄は、ビジネススクール申込者のみご記載ください。

会員 ・ 一般 参加費合計（　　　　　　　）円　　振込予定日　　　月　　　日



	 	 	

セミナー番号

8
～報連相が組織の成功を左右する！ビジネスの成果は正確な報連相から！～
ビジネススクール「報・連・相講座」

●内　容	 ①なぜ｢報・連・相｣が注目されるのか
	 ②コミュニケーション、ギャップを改善する
	 ③｢報・連・相｣力を高める実践ポイント
	 ④チームワークが業績を生む

●日　時　令和７年６月19日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　13階　小会議室

●定　員　20名（先着順）

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

企業における「報告・連絡・相談」は仕事の基本であ
ると共に、良い仕事をし、成果を上げるための要です。

「大切な情報が共有されずにミスが起こる」「仕事が遅れ
る」等は多くの企業が抱える問題です。報・連・相を円
滑に行うことは、企業の業績に大きく影響するものなの
です。

本講座では、職場の「報・連・相」を円滑に行うこと
によって、上司と部下、同僚、他部署とのコミュニケー
ションを深め、良好な関係を築くと共に、チームを一体
化することにより機会損失をなくし、企業業績を伸長す
ることを目的と致します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

9
～生産性向上！新しいアイデア・価値の創造！～
ビジネススクール「仕事力向上のための考える力と気づく力セミナー」

●内　容	 ①これからの仕事の着眼点
	 ②仕事で活かす気づく力の鍛え方
	 ③求められる考える力の鍛え方
	 ④考える力・気づく力を高めるポイント

●日　時　令和７年７月10日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名（先着順）

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

課題を発見する、解決する、そのためには、気づく力、
そして考える力が大切です。

ネット検索すれば大量の情報がすぐに手に入る現代。 
同じ情報を手にしても、それをどう活かすかで結果が変
わります。せっかくツールやスキルがあっても、それを
使うタイミングや使い方が間違っていたら最適な解決手
段など手に入りません。

複雑化するビジネス環境において、私たちが本来持って
いる思考力をつかい、自分の頭で最適な解を見つけ出せる
ことができるようになるためのセミナーです。企業の持続
的な成長を実現するために、一歩先の未来を見据えた課題
発見を行うことができる人材に成長していただきます。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

10
～人を育て、目標を必達するスキルを習得！マネジメント力強化プログラム！～
ビジネススクール「管理者のためのマネジメント力養成講座」

●内　容	 ①管理者の役割と必須能力
	 ②問題解決のスキルを磨く
	 ③部下をやる気にさせるリーダーシップ力
	 ④生き生きした組織をつくる力を磨く

●日　時　令和７年７月24日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名（先着順）

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

今、求められるリーダー・管理者に必要な能力とは、
経営トップの方針を受け止め、組織に落とし込み、成果
を獲得する強い意志と行動力です。

本研修では、従来の経験則だけではなく、現状を正確
に捉え、問題の把握とその解決に向けて、担当する組織
や部下にどう対処していくのか、具体的な取組み方法に
ついて学習します。

また、責任ある地位にある管理職やリーダーなら知っ
ておきたい情報・法律知識、部下育成に欠かせないスキ
ルを習得するためのプログラムも実施します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

資産税部スタッフ資産税部スタッフ

【初回無料相談 受付けています！ 】
公認会計士・税理士・専門スタッフが
ご相談に応じます。
便利の良い千葉駅西口に直結する ｢ウェストリオ２」
11階へお気軽にお立ち寄りください。
ご予約はこちら：043-306-7319

15 夢シティちば　2025年₅月号 14夢シティちば　2025年₅月号

助成金・給与計算・人事労務顧問　お任せください
社会保険労務士林事務所� 代表  林　秀隆

〒263-0031  千葉市稲毛区稲毛東3-19-15-205号

ご存知でしたか？	 従業員採用で120万円、従業員賃金３%アップで80万円、
	 定年引上げで105万円、育児休業で62万円　など
� （いずれも条件をすべて満たした場合の最大支給額です）
助成金をうまく活用することで余裕ある資金繰りを行うことができます。
助成金の申請についてお気軽にご相談ください。中小企業様の助成金申請を全面的に
バックアップします。代行報酬は完全成功報酬制です。

電話番号	 043－206－3695
	 (外出が多いので、留守番電話にご用件をご登録願います)
メールアドレス	 srhayashi99@cr.em-net.ne.jp
事務所HP	 https://www.inagehayashisr.com

〒260-0013　千葉市中央区中央３－11－11  ニュー豊田ビル２階

代表弁護士：吉 村 　 類
TEL 043-224-4610
URL　https://www.chiba-so.com/

千葉綜合法律事務所
個人、企業の皆様からの多様なご依頼（各種裁判、
交渉、契約書等の作成など）に対応しております。
様々な業種の皆様との顧問契約の実績もあります。
お気軽にご相談ください。

社会の要請に応える会計事務所
社会から信頼される会計事務所

経営理念 公認会計士・税理士　田中 昌夫
　　　　　　税理士　今井 大暉

公認会計士・税理士　本橋 雄一

福井電機株式会社



17 夢シティちば　2025年₅月号 16夢シティちば　2025年₅月号

商工会議所の無料相談窓口
専門家による相談窓口は、ネットから予約が可能です。
右記の二次元コードから相談窓口を選択し、お申し込みください。
　　【お問い合わせ】経営支援課　043-227-4103

中小企業診断士による経営の相談窓口

○相談日　月曜日・水曜日・金曜日　14時〜17時
○相談員　坂本ゆみか　氏（中小企業診断士）
　　　　　香川　大輔　氏（中小企業診断士）
　　　　　大矢たかし　氏（中小企業診断士）

　事業計画の作成について相談し
たい、国や県、市の公的支援策を
活用したいなど、経営の様々な課
題に関する相談に応じます。

弁護士による商工法律相談窓口

○相談日	 5月16日（金）・6月20日（金）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第３金曜日

○相談員	 榎本　初雄　氏（弁護士）

　債権が回収できない、契約に関
するトラブルが発生したなど、法
律上の諸問題に関する相談に応じ
ます。

税理士による税務相談窓口

○相談日	 5月1日（木）・6月5日（木）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第１木曜日
○相談員	 齊藤　敏正　氏（税理士）
	 千葉県税理士会　千葉東支部所属

　記帳、確定申告など、企業経営
における税務全般に関する相談に
応じます。

社会保険労務士による労務相談窓口

○相談日	 ①5月8日（木）・②6月12日（木）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第２木曜日
○相談員	 ①石﨑　敏子　氏（社労士）
	 ②川上　美穂　氏（社労士）
	 千葉県社会保険労務士会　千葉支部所属

　就業規則、社会保険、助成金な
ど、企業経営の労務全般に関する
相談に応じます。

経営指導員による相談窓口

○相談日　随時
○相談員　経営支援課　経営指導員

　創業や経営、金融、税務、労務、
IT等々、経営上必要な様々な課題
に関する相談に、当所職員が応じ
ます。

事業承継・出張個別相談会

○相談日	 5月14日（水）・6月11日（水）
	 10時00分〜、13時00分〜、14時30分〜
	 ※原則　毎月第２水曜日
○相談員　千葉県事業承継・引継ぎ支援センター　コーディネーター

　事業承継の準備を始めたい、事
業を売却したい、廃業の方法がわ
からないなど、事業承継に関する
相談に応じます。

経 営 支 援 情 報経 営 支 援 情 報

本補助金は、事業者自らが策定した持続的な経営に向けた経営計画に基づく販路開拓等の
取組や、その取組と併せて行う業務効率化（生産性向上）の取組を支援するため、それに
要する経費の一部を補助するものです。

基本情報
対　　象：小規模事業者　等
補助上限：50万円

補 助 率：2/3（賃金引上げ特例のうち赤字事業者は3/4）
公募期間：【申請受付開始】2025年5月1日（木）
	 【申請受付締切】2025年6月13日（金）17:00　※変更する可能性あり
	 【事業支援計画書（様式４）発行の受付締切】2025年6月3日（火）
	 ※�申請時には事業支援計画書が必要です。千葉商工会議所の事業支援計画書発行の

受付締切は2025年6月3日（火）17:00です。詳しくは千葉商工会議所のサイト
をご確認ください。

申請方法：申請は電子申請システムでのみ受付（郵送申請は一切受け付けません。）
	 ※�電子申請システムの利用にはＧビズ IDのアカウントが必要です。アカウントの

取得には数週間程度を要する場合があります。

想定される活用例
・高齢者・乳幼児連れ家族の集客力向上のために高齢者向け椅子・ベビーチェアを購入
・商品・サービスの広報をするためにチラシ・カタログの作成を外注
・店舗の視認性を高めるために看板を設置
・移動販売等を目的とした車の内装・改造工事

本補助金の応募方法等の詳細は、下記のサイトよりご確認ください。

商工会議所地区小規模事業者持続化補助金
〈一般型〉（第17回）

インボイス特例対象事業者は50万円、賃金引上げ特例対象事業者は150万円、
両特例対象事業者は200万円を補助上限額に上乗せ

商工会議所地区小規模事業者持続化補助金事務局〈一般型〉
U　R　L：https://r6.jizokukahojokin.info/
電話番号：０３－６６３４－９３０７
受付時間：9：00～12：00、13：00～17：00
※土日祝日、年末年始の休業日を除きます。
※お電話番号をお間違いのないようお願いいたします。
※お電話には通話料金がかかります。
※申込窓口は商工会議所地区と商工会地区で異なります。
※2025年4月10日現在の情報です。申請される方は必ず最新の情報をご確認ください。

※�商工会議所地区小規模事業者持続化補助金〈創業型〉は産業競争力強化法に基づく「特定創業支援等事業」による
支援を受けた日および開業日が公募締切時から起算して過去３か年の間である事業者が対象です。
　詳細は下記サイトよりご確認ください。
　商工会議所地区小規模事業者持続化補助金事務局〈創業型〉
　URL：https://r6.jizokukahojokin.info/sogyo/
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経 営 支 援 情 報

安心して借りられる！

マル経融資制度をご利用ください‼
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

年利

2.00％
令和7年

４月１日現在

マル経融資とは？
経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、 無担保 無保証人
低金利 信用保証協会の保証料なし で融資

する制度です。

融資の要件
①�千葉市内で最近１年以上事業を継続している方
②�従業員が20人以下（商業・サービス業は５人以下）の法人、

個人事業主の方
③�所得税（法人税）、事業税、市・県民税等を納期限内に完納

している方
④日本政策金融公庫の融資対象業種である方
　�（※決算内容等によってはご希望に沿えない場合もございます。）

融資期間

融資額 2,000万円以内

まずはお気軽にお電話でご相談ください‼
千葉商工会議所　経営支援課

TEL : 043-227-4103

設備
資金 10年以内

据置２年以内運転
資金 10年以内

据置２年以内

従業員に関する相談
社内規程・社会保険
建設許可・派遣許可
TEL：0 4 3 − 2 4 5 − 2 2 8 8
千葉市中央区新町19-15 リエス千葉新町501
h t tps : //o f f i ce -mor i .b i z/

MORI社会保険労務士・行政書士事務所
お口と歯のことなら何でもご相談ください！

医療法人社団  輝

藤本歯科長洲医院
千葉市中央区長洲₂丁目20−17

☎043−225−2030
休診日　日曜日・祝日

住宅設備機器・管工機材・建築資材の総合商社
未来の住環境に夢発見。

フジセイコー株式会社
http://www.fujiseiko-net.co.jp/

〒260-0001 千葉市中央区都町1-18-13
TEL 043-231-1011  FAX 043-231-9181

手みやげに一番
千葉名産

https://www.osenbei.co.jp/
本店　千葉市中央区新宿1-20-5

TEL 043-241-4638
FAX 043-244-2416
道場店・銀座店

総合防犯設備・警備業

http://www.ohshima-cp.com
営業センター　 千葉市稲毛区宮野木町1664-11

0120 - 06 - 2771

街頭防犯カメラ



20夢シティちば　2025年₅月号 20

商工会議所の動き商工会議所の動き

21 夢シティちば　2025年₅月号

商工会議所の動き／３月 ３３月月

▲事業継続力強化計画について具体的な事例を交えて解説を行った

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

３
月
11
日
㊋

経
営
改
善
普
及
事
業

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
力

強
化
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
事
業
継
続
力
強

化
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

近
年
、
自
然
災
害
や
感
染
症
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
な
ど
、
企
業
経
営
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
多

様
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
か
ら
企
業
を
守
る
た
め

の「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
か
ら
具
体
的
な
作
成
方
法
ま
で
、
事
例

を
交
え
て
、
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
策
定
に
向
け
て
、
活
用
で
き
る
各
種

ツ
ー
ル
の
紹
介
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
Ｂ

Ｃ
Ｐ
作
成
の
動
機
づ
け
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
各
社
の
事
業
継
続
力
強
化
計
画

策
定
に
向
け
た
実
践
的
な
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

▲たてやま温泉千里の風　講演会会場での集合写真

た
て
や
ま
温
泉
千
里
の
風
に
て

視
察
研
修
会
を
実
施

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
臼
井
部
会
長
／
Ｕ

Ｓ
シ
ネ
マ
㈱ 

代
表
取
締
役
）
は
、
今
年
度
視

察
研
修
会
と
し
て
、
た
て
や
ま
温
泉
千
里
の
風

及
び
房
総
の
駅
と
み
う
ら
の
視
察
を
行
い
、
20

名
の
部
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
中
は
た
て
や
ま
温
泉
千
里
の
風

に
て
、
㈱
こ
が
ね 

代
表
取
締
役
会
長
の
小
金

氏
を
講
師
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、
同
社
の

歴
史
や
館
山
の
新
ご
当
地
グ
ル
メ
で
あ
る
館
山

炙
り
海
鮮
丼
誕
生
の
経
緯
、
地
域
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
の
貴
重
な
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
昼
食
時
に
は
実
際
に
館
山
炙
り
海
鮮

丼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
部
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

午
後
は
、
地
元
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
は
じ
め

と
す
る
グ
ル
メ
や
お
土
産
を
揃
え
た
房
総
の
駅

と
み
う
ら
を
訪
問
し
ま
し
た
。

３
月
3
日
㊊

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

▲セミナーの様子

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施

福
祉
環
境
委
員
会
（
日
暮
委
員
長
／
㈱
太
陽

堂
印
刷
所　

代
表
取
締
役
）
は
、
委
員
会
主
催

の
「
中
小
企
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所 

産
業

政
策
第
二
部　

主
任
調
査
役　

高
橋
真
史
氏
を

講
師
に
迎
え
、
地
域
の
中
小
企
業
に
お
け
る
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
各
種
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

た
現
在
の
状
況
や
、
各
地
の
商
工
会
議
所
の
具

体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、
参
加
者

の
興
味
関
心
を
惹
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
無
料
で
利
用
可
能
な
相
談
窓
口
や
ツ

ー
ル
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

3
月
4
日
㊋

福
祉
環
境
委
員
会

▲会議の様子

本
合
同
委
員
会
に
お
け
る
活
動
の

総
括
に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
う

国
際
・
情
報
合
同
委
員
会
（
久
保
国
際
委
員

長
／
㈱
ベ
イ
エ
フ
エ
ム　

代
表
取
締
役
社
長
、

井
上
情
報
委
員
長
／
東
日
本
電
信
電
話
㈱
千
葉

事
業
部　

千
葉
事
業
部
長
兼
千
葉
支
店
長
）
は
、

今
年
度
3
回
目
と
な
る
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
合
同
委
員
会
は
、
委
員
会
活
動
の
集
大
成

と
し
て
、
千
葉
商
工
会
議
所
に
対
し
、
提
言
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
は
じ
め

に
、
提
言
の
根
拠
と
す
る
た
め
に
実
施
し
た

「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
今
期
に
お
け
る
活
動
の
総
括
と
し
て
報
告

書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
挙

げ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
、
引
き
続
き
、
次
回
の
会
議
に
お

い
て
も
、
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

3
月
５
日
㊌

国
際
・
情
報
合
同
委
員
会

▲講演する日本商工会議所　加藤理事（左端）

令
和
７
年
度
税
制
改
正
等
に
つ
い
て

意
見
交
換

金
融
・
税
制
委
員
会
（
宮
澤
委
員
長
／
千
葉

信
用
金
庫　

理
事
長
）
は
、
令
和
６
年
度
第
２

回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
第
１
回
目
の
会
議
で
令
和

７
年
度
の
税
制
改
正
等
に
関
す
る
意
見
・
要
望

を
取
り
ま
と
め
、
日
本
商
工
会
議
所
に
提
出
し

て
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、「
令
和
７
年
度
税
制
改
正

大
綱
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
商
工

会
議
所　

理
事
・
産
業
政
策
第
一
部
長　

加
藤

正
敏
氏
よ
り
、「
令
和
７
年
度
税
制
改
正
等
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資

減
税
・
法
人
税
の
軽
減
措
置
・
事
業
承
継
税
制

等
の
主
な
改
正
項
目
や
、
政
策
提
言
・
要
望
活

動
状
況
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
の
後
、
令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
13
日
㊍

金
融
・
税
制
委
員
会

▲挨拶する藤本部会長

正
副
部
会
長・所
属
議
員・

常
任
委
員
会
議
を
開
催

医
療
・
介
護
部
会
（
藤
本
部
会
長
／（
医
）輝 

藤
本
歯
科
長
洲
医
院　

理
事
長
）
は
、
正
副
部

会
長
・
所
属
議
員
・
常
任
委
員
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

藤
本
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
同
部
会
長
が
議

長
と
な
り
、「
令
和
６
年
度
事
業
進
捗
に
つ
い

て
」及
び
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）」に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

「
令
和
６
度
事
業
計
画
進
捗
に
つ
い
て
」
は

概
ね
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
次
年
度
は
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
時
間
等
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）」
に

つ
い
て
、
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
概
ね
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
部
会
長
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
13
日
㊍

医
療
・
介
護
部
会

▲講義を行う田中氏の様子

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
課
題
と

対
応
策
に
つ
い
て
学
ぶ

建
設
部
会
（
大
久
保
部
会
長
／
旭
建
設
㈱
相

談
役
）
は
、「
建
設
業
務
２
０
２
５
年
の
展
望

～
そ
の
課
題
と
取
り
組
み
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

田
中
建
築
設
計
事
務
所　

代
表　

田
中
修
一
氏

を
講
師
に
迎
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
座
と

な
り
ま
し
た
。

講
師
の
田
中
氏
か
ら
、
建
設
業
界
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｄ
Ｘ
の
潮
流
を
踏
ま
え
つ
つ
、
よ

り
身
近
な
課
題
と
し
て
労
働
力
不
足
、
空
き
家

問
題
、
工
事
費
高
騰
、
人
口
減
少
に
よ
る
建
設

需
要
の
変
化
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
建
設
業
界
に
お
け
る
労
働
力
確

保
に
つ
い
て
は
、
高
卒
採
用
の
積
極
活
用
や
高

齢
者
の
経
験
を
活
か
し
た
延
長
雇
用
、
外
国
人

材
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
な
ど
、
具
体
的
な
対

応
策
を
提
示
し
ま
し
た
。

３
月
14
日
㊎

建
設
部
会

▲参加事業者の集合写真

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
㈱

千
葉
支
社
に
て
視
察
研
修
会
を
実
施

工
業
部
会
（
大
吉
部
会
長
／
ビ
ル
テ
ッ
ク
㈱

代
表
取
締
役
）
は
、
視
察
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

視
察
研
修
会
で
は
、
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ

ー
ツ
㈱　

千
葉
支
社
様
に
「
ト
ヨ
タ
物
流
方
式

に
よ
る
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
の
物
流
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
４

Ｓ
の
重
要
性
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
を
交
え
て
知
体

系
的
に
学
び
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
に
は
、
倉

庫
の
視
察
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
場
の
安

全
活
動
や
出
庫
出
荷
作
業
の
現
場
を
視
察
し
、

理
論
か
ら
現
場
へ
の
落
と
し
込
み
の
方
法
を
含

め
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視
察
研
修
会
終
了
後
に
は
、
参
加
さ
れ
た
事

業
者
間
で
現
場
改
善
・
生
産
性
向
上
に
関
す
る

各
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
質
問
や
意
見
交

換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
17
日
㊊

工
業
部
会
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日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構
　
代
表
理
事
　
大
野
萌
子

クレーム対応の秘訣

ど
の
よ
う
な
職
場
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
や
ク
レ
ー
ム
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
対
応
や
処

理
で
心
身
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
ク
レ
ー
ム
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ク
レ
ー
ム
を
訴
え
る
行
為
に
は
、
そ
れ
に

伴
う
感
情
が
必
ず
存
在
し
ま
す
。
意
見
、
要

求
な
ど
に
付
随
す
る
「
怒
り
」
が
原
動
力
と

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
怒

り
」
は
根
本
に
あ
る
１
次
感
情
か
ら
派
生
し

た
２
次
感
情
で
す
。１
次
感
情
は
、「
悲
し
い
」

や
「
悔
し
い
」
な
ど
の
つ
ら
さ
で
あ
っ
た
り
、

「
心
配
」
や
「
不
安
」
と
い
っ
た
困
り
事
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
。

例
え
ば
、
家
族
が
約
束
の
時
間
に
連
絡
し

て
こ
な
い
と
い
う
時
に
「
心
配
に
な
る
」
の

が
１
次
感
情
で
、
心
配
し
な
が
ら
待
っ
て
い

て
、
や
っ
と
連
絡
が
あ
っ
た
時
に
「
怒
っ
て

し
ま
う
」
の
が
２
次
感
情
で
す
。
本
来
の

心
配
と
い
う
感
情
が
、
怒
り
に
転
じ
る
の
で

す
。
ク
レ
ー
ム
の
際
、
こ
の
表
面
上
に
現
れ

る
「
怒
り
」
を
収
め
よ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、

実
は
、
根
底
に
あ
る
「
心
配
し
た
」
気
持
ち

を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
収
ま
り
ま
せ
ん
。
表

面
上
の
怒
り
で
は
な
く
、
奥
に
潜
む
本
来
の

感
情
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
必
要
な
の
が
、
１
次
感
情
を
知
る

こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
相
手
に
話

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、

傾
聴
ス
キ
ル
が
役
に
立
ち
ま
す
。

基
本
は
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
、
は
っ

き
り
と
深
く
う
な
ず
き
、
言
葉
で
相
づ
ち
を

打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
聞
く
態
勢
が
あ
る
と
示

す
こ
と
、
そ
し
て
、
相
手
の
訴
え
を
言
葉
で

受
け
止
め
て
、
理
解
し
た
と
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
単
純
な
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
が
と
て
も
大
切
で
す
。

謝
罪
の
言
葉
や
説
明
も
大
事
で
す
が
、
ク

レ
ー
ム
を
言
っ
て
き
た
側
は
、
申
し
出
た
気

持
ち
や
思
い
を
き
ち
ん
と
齟
齬
（
そ
ご
）
な

く
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
気
持
ち
に
対
し
て
の

理
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
安
心
感
と

納
得
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
気
持
ち
が
受
け

止
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
が
、
そ
れ
以
降
の
状

況
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
ま
ず
は
、

相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
対
応
に
徹
し
て

く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
収
ま
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。「
誠
意
を
見
せ
ろ
」

な
ど
、
何
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
求

め
て
い
る
の
か
具
体
的
に
分
か
ら
な
い
、
無

理
な
要
求
を
強
い
て
く
る
、
ま
た
、
暴
言
や

暴
力
に
よ
り
話
し
合
い
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

脅
迫
な
ど
の
違
法
行
為
に
当
た
り
ま
す
。
警

察
へ
の
通
報
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
も
含
め
、

毅
然
（
き
ぜ
ん
）
と
し
た
態
度
で
対
応
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

職場のかんたんかんたんメンタルヘルス

日
本
商
工
会
議
所
表
彰

▲会議の様子

勉
強
会
及
び
、提
言
書
作
成
の
た
め
の

意
見
交
換
会
を
開
催

都
市
開
発
委
員
会
（
片
野
委
員
長
／
東
京
ガ

ス
㈱
千
葉
支
社　

千
葉
支
社
長
）
お
よ
び
産
業

政
策
委
員
会
（
生
稲
委
員
長
／
㈱
幕
張
メ
ッ
セ

代
表
取
締
役
専
務
）
は
、
本
年
度
第
三
回
目
の

合
同
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
合
同
委
員
会
は
、「
回
遊
性
向
上
を
目
的
と

し
た
中
心
市
街
地
の
再
開
発
に
つ
い
て
」
を
研

究
テ
ー
マ
と
し
て
、
千
葉
商
工
会
議
所
に
対
し
、

提
言
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

「
千
葉
駅
周
辺
の
活
性
化
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
」
千
葉
市
都
市
計
画
課
長　

大
木
戸

氏
を
講
師
に
招
き
、
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
提
言
書
作
成
の
た
め
の
意
見
交
換
会

を
開
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

千
葉
商
工
会
議
所
へ
の
提
言
書
の
作
成
に
向

け
、
次
回
会
議
に
お
い
て
も
、
協
議
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
27
日
㊍

都
市
開
発
・
産
業
政
策
合
同
委
員
会

こ
の
度
、
２
０
２
５
年
３
月
の
日
本

商
工
会
議
所
表
彰
に
お
い
て
、
永
き
に

わ
た
り
商
工
会
議
所
の
発
展
な
ら
び
に

地
域
経
済
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
当
所
会
員

で
あ
り
議
員
で
も
あ
る
左
記
４
名
が
退

任
表
彰
並
び
に
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
表
彰
】

・
京
葉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

株
式
会
社

�
故　

並
木　

宏
祐　

氏

【
永
年
勤
続
表
彰
】

・
ビ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役
社
長　
大
吉　
　

弘　

氏

・
株
式
会
社
は
せ
べ　

豆
処
は
せ
べ

�

代
表
取
締
役
社
長　

長
谷
部
光
一　

氏

・
株
式
会
社
み
つ
わ

�

取
締
役
会
長　

尾
形　

文
貴　

氏

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
４
名
の
方
々
の
日
本
商
工

会
議
所
表
彰
ご
受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
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３
月
定
例
会　
卒
業
式
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

令
和
7
年
3
月
19
日
㈬
、
千
葉
中

央
駅
に
あ
る
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー

レ
6
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
、
令
和

6
年
度
3
月
定
例
会
卒
業
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
は
11
名
の

方
が
ご
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
昨
年
同
様
に
多
く
の
来

賓
、
現
役
、
O
B
／
O
G
の
方
に

ご
参
加
頂
き
盛
大
に
華
や
か
に
卒
業

会
員
を
送
り
だ
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

式
典
の
部
で
は
卒
業
証
書
の
授
与

が
行
わ
れ
た
後
、
清
水
貴
大
令
和

7
年
度
会
長
予
定
者
に
よ
る“
送
辞
”、

飯
田
敬
道
卒
業
会
員
に
よ
る“
答
辞
”

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
の
部
で
は
、
卒
業
会
員
1

人
ひ
と
り
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
、

最
後
に
記
念
撮
影
を
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

改
め
て
11
名
の
卒
業
会
員
の
先
輩

方
「
ご
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」

卒
業
定
例
会
に
ご
参
加
頂
い
た
皆

様
、
そ
し
て
運
営
に
関
わ
っ
た
全
て

の
皆
様
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
務
広
報
委
員
会
一
同

今
年
は
役
員
・
議
員
改
選
の
年
で
す

当
所
の
議
員
（
定
数
１
２
０
名
）
は
、
本
年
10
月
31
日
を
も
っ
て
全
員
任
期
満
了
と
な
り
、

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
新
議
員
の
選
出
を
行
い
ま
す
。

選
挙
・
選
任
の
仕
組
み
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

１
．
議
員
と
は

当
所
の
議
員
は
、
約
５
，３
０
０
会
員
の
代

表
と
し
て
当
所
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ

る
議
員
総
会
を
構
成
し
ま
す
。

地
域
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所

の
議
員
は
、
地
域
経
済
界
の
代
表
的
存
在
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
業
種
・
規
模

な
ど
を
網
羅
で
き
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
か
ら
、

議
員
を
選
ぶ
方
法
が
３
通
り
あ
り
、
そ
の
選

挙
選
任
方
法
に
よ
っ
て
、
１
号
議
員
、
２
号

議
員
、
３
号
議
員
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

議
員
の
定
数
は
１
２
０
名
で
、
任
期
は
い

ず
れ
も
本
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
10
月

31
日
ま
で
の
３
年
で
す
。

⑴　

１
号
議
員
（
定
数
60
名
）

　
　

�

会
員
及
び
特
定
商
工
業
者
が
直
接
投
票

に
よ
り
会
員
の
中
か
ら
選
ぶ
議
員
で
す
。

⑵　

２
号
議
員
（
定
数
42
名
）

　
　

�

会
員
の
業
種
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
10
部

会
に
お
い
て
、
各
々
の
割
当
数
に
基
づ

き
部
会
員
が
部
会
員
の
中
か
ら
選
ぶ
議

員
で
す
。

⑶　

３
号
議
員
（
定
数
18
名
）

　
　

�

会
頭
が
常
議
員
会
の
同
意
を
得
て
会
員

の
中
か
ら
選
ぶ
議
員
で
す
。

２
．
選
挙
・
選
任
に
関
す
る
会
員
等
の
権
利

会
員
及
び
特
定
商
工
業
者
は
、
選
挙
及
び

選
任
に
関
し
次
の
権
利
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

⑴　

会
員
（
特
別
会
員
を
除
く
）

　

１
号
議
員
の
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

　

２
号
議
員
の
選
任
権
及
び
被
選
任
権

　

３
号
議
員
の
被
選
任
権

※�

特
別
会
員
と
は
、千
葉
商
工
会
議
所
会
員

の
資
格
を
有
し
な
い
が
、趣
旨
に
賛
同
し

て
会
員
と
な
っ
た
も
の

⑵　

特
定
商
工
業
者

　
　

１
号
議
員
の
選
挙
権

特
定
商
工
業
者
と
は
、「
商
工
会
議
所

法
」
に
基
づ
く
制
度
で
、
当
所
の
場
合
、

当
所
の
管
轄
地
区
（
土
気
地
区
を
除
く
千

葉
市
）
に
営
業
所
、
事
務
所
、
工
場
ま
た

は
事
業
場
を
有
す
る
資
本
金
ま
た
は
払

込
済
出
資
総
額
が
３
０
０
万
円
以
上
の

法
人
、
ま
た
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

数
が
20
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
場

合
は
５
人
）
以
上
で
あ
る
商
工
業
者
を
指

し
ま
す
（
該
当
す
る
場
合
は
会
員
・
非
会

員
を
問
わ
ず
法
定
台
帳
作
成
等
の
経
費

の
一
部
と
し
て
年
額
１
，０
０
０
円
の
負

担
金
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）。

３
．
被
選
挙
権
・
被
選
任
権
の
行
使

被
選
挙
権
ま
た
は
被
選
任
権
を
行
使
で
き

る
の
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
引
き
続
き
会
員

の
権
利
を
有
し
、
か
つ
選
挙
人
名
簿
確
定
日

（
令
和
７
年
９
月
１
日
）ま
で
に
納
期
の
到
来

し
て
い
る
会
費
を
完
納
し
た
会
員
（
特
別
会

員
を
除
く
）
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
１
号
議
員
立
候
補
並
び
に
２
号
議

員
ま
た
は
３
号
議
員
に
選
任
さ
れ
た
者
は
、

議
員
選
挙
選
任
費
用
の
一
部
と
し
て
左
記
の

分
担
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
号
議
員　

３
０
，０
０
０
円

２
号
議
員　
５
０
，０
０
０
円

３
号
議
員　
７
０
，０
０
０
円

４
．選
挙
権・選
任
権
の
行
使（
選
挙
人
）

会
員
（
特
別
会
員
を
除
く
）
は
選
挙
人
名

簿
確
定
日
（
令
和
７
年
９
月
１
日
）
ま
で
に

納
期
の
到
来
し
て
い
る
会
費
を
完
納
し
た
場

合
、
選
挙
権
及
び
選
任
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑴　

�

会
員
の
１
号
議
員
選
挙
権
は
、会
費
の
負

担
口
数
に
応
じ
た
個
数
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、50
個
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

※�

会
費
口
数
別
選
挙
権
保
有
個
数
表
（
１
口

か
ら
20
口
ま
で
の
場
合
）

※�

21
口
以
上
の
場
合
の
計
算
式
：
選
挙
権
個

数
＝
口
数
÷
２
＋
１
（
端
数
は
切
り
上
げ
）、

ま
た
、
50
個
が
上
限
で
す
。

※�

特
定
商
工
業
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、こ
れ

と
は
別
に
１
個
の
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

⑵　

�

特
定
商
工
業
者
は
負
担
金
を
完
納
し
た

場
合
、
１
号
議
員
の
選
挙
権
１
個
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会員口数別選挙権保有個数表（１口から20口までの場合）

口数 選挙権 口数 選挙権 口数 選挙権 口数 選挙権

１口 ２個 ６口 ４個 11口 ７個 16口 ９個

２口 ２個 ７口 ５個 12口 ７個 17口 10 個

３口 ３個 ８口 ５個 13口 ８個 18口 10 個

４口 ３個 ９口 ６個 14口 ８個 19口 10 個

５口 ４個 10口 ６個 15口 ９個 20口 10 個

▲卒業会員代表　飯田氏（写真右）
　次年度会長予定者　清水氏

ご卒業
おめでとうございます !

▲佐野会長（左）と卒業会員世良氏

▲佐野会長（左）と卒業会員中村氏

▲佐野会長（左）と卒業会員川田氏

▲佐野会長（左）と卒業会員小山氏

▲佐野会長（左）と卒業会員今関氏

▲佐野会長（左）と卒業会員大田氏

▲佐野会長（左）と卒業会員飯田氏

▲佐野会長（左）と卒業会員伊東氏

▲卒業会員
市原氏

▲卒業会員
篠崎氏

▲卒業会員
濱田氏

新
入
会
員
の
紹
介庄司  未来

(しょうじ　みき)

CAFE BAR M＆R
飲食店

今年は役員・議員改選の年です Topics



1982.3 千葉市新総合計画で、優れた
芸術作品の鑑賞や自主的創作
活動・発表の場としての美術
館の建設について準備を進め
ることが示される

1991 千葉市教育委員会に美術館開
設準備室ができる

1991.1 美術館の建築着工

1994.12 美術館の建築竣工、落成式

1995 辻惟雄館長就任、さや堂ホー
ルが千葉市指定有形文化財と
なる

1995.11月3日 千葉市美術館開館

1999 小林忠館長就任

2012 河合正朝館長就任

2018 博物館法に基づく博物館相当
施設に指定

2019.5 中央区役所がきぼーるへ移転、
美術館拡張工事が始まる

2020.7 7 月 11 日千葉市美術館拡張リ
ニューアルオープン

2021.4 山梨絵美子館長就任

《千葉市美術館のあゆみ》

27 夢シティちば　2025年₅月号 26夢シティちば　2025年₅月号

92
年
、政
令
指
定
都
市
へ
移
行
を
機
に

市
民
の
声
で
誕
生
し
た
市
立
美
術
館

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
（
１
９
９
２
年

４
月
）
に
際
し
、
市
立
美
術
館
を
求
め
る
声

が
高
ま
っ
て
い
た
千
葉
市
。
行
政
主
導
で
は

な
く
、
市
民
が
そ
の
誕
生
を
望
ん
で
い
ま
し

た
。
市
民
に
親
し
ま
れ
、
好
ア
ク
セ
ス
な
場

所
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
た
旧
川
崎
銀
行
千
葉
支
店

に
、
中
央
区
役
所
と
美
術
館
を
併
設
す
る
構

想
が
生
ま
れ
、
１
９
９
１
年
、
市
教
育
委
員

会
に
美
術
館
開
設
準
備
室
を
設
置
。
首
都
圏

に
立
地
し
つ
つ
地
域
性
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持

ち
、
国
際
性
に
も
富
み
、
さ
ら
に
市
民
に
身

百
戦
錬
磨
の
学
芸
力
は

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
る

千
葉
市
に
は
、
首
都
圏
か
ら
人
が
呼
べ
る

と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
比

較
的
、
挑
戦
的
な
企
画
で
も
集
客
が
確
保
で

き
る
の
は
、
東
京
近
郊
と
い
う
底
力
と
い
え

ま
す
。
千
葉
市
美
術
館
の
学
芸
員
に
は
「
東

京
で
は
観
ら
れ
な
い
展
覧
会
を
」
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
全
国
、

さ
ら
に
国
際
レ
ベ
ル
の
、
こ
こ
で
し
か
観
ら

れ
な
い
展
示
を
企
画
す
る
学
芸
力
。
展
覧
会

の
開
催
準
備
で
は
、
海
外
作
品
の
借
用
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
全
て
自
力
で
や
り
遂
げ
て
き
た
精

鋭
揃
い
で
す
。

２
０
２
２
年
１
～
３
月
、
企
画
展
「
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
―
世
界
を
魅
了
し
た
浮
世
絵
」
開

近
な
美
術
館
を
、
と
い
う
理
想
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
収
蔵
品
）
に
つ

い
て
は
「
近
世
か
ら
近
代
の
日
本
絵
画
と
版

画
」「
戦
後
以
降
の
現
代
美
術
」「
房
総
ゆ
か

り
の
美
術
」
の
３
つ
を
柱
に
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

開
館
に
際
し
て
は
、
１
９
４
５
年
の
千
葉

空
襲
を
耐
え
抜
き
、
ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様

式
の
建
築
物
と
し
て
歴
史
的
価
値
の
あ
る
旧

川
崎
銀
行
千
葉
支
店
の
保
存
を
求
め
る
市
民

運
動
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
古
い
建
物
を
解

体
せ
ず
覆
う
よ
う
に
し
て
新
し
い
建
物
を
建

て
る
「
鞘
堂
（
さ
や
ど
う
）
方
式
」
を
導
入
。

現
在
で
は
「
さ
や
堂
ホ
ー
ル
」
と
し
て
、
美

術
館
の
展
示
の
他
、
一
般
向
け
に
イ
ベ
ン
ト

で
の
貸
し
出
し
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

革
新
的
な
企
画
展
を
次
々
に
展
開

「
文
化
の
ハ
ブ
」を
め
ざ
し
て

開
館
後
は
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
画

期
的
な
企
画
展
を
数
多
く
開
催
。「
千
葉
市
美

術
館
開
館
記
念
展　

喜
多
川
歌
麿
展
」
で
は
、

第
二
代
・
小
林
忠
館
長
の
門
下
で
準
備
室
時

代
か
ら
の
学
芸
員
田
辺
昌
子
氏
と
同
窓
生
で

も
あ
り
、
大
英
博
物
館
学
芸
員
だ
っ
た
テ
ィ

モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏
が
携
わ
る
な
ど
、
美

術
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
国
際
展

と
し
て
多
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

近
年
で
は
現
代
美
術
の
展
示
も
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
、
誰
も
が
苦
手
意
識
を
持
つ

こ
と
な
く
楽
し
め
る
展
示
が
市
民
に
親
し
ま

れ
、
30
年
間
で
培
っ
た
歴
史
が
多
方
面
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

特
に
つ
く
り
か
け
ラ
ボ
で
は
子
ど
も
た
ち

が
ア
ー
ト
と
触
れ
あ
え
る
参
加
型
、
そ
れ
も

作
品
制
作
自
体
に
携
わ
る
企
画
を
す
る
現
代

作
家
を
積
極
的
に
チ
ョ
イ
ス
。
ア
メ
リ
カ
で

は
「
博
物
館
と
は
、
お
宝
を
拝
み
に
行
く
と

こ
ろ
で
は
な
く
、フ
ォ
ー
ラ
ム
（
公
共
広
場
）

だ
」
と
い
う
考
え
方
が
80
年
代
頃
か
ら
生
ま

れ
、
21
世
紀
に
入
っ
て
以
降
は
日
本
の
現
場

で
も
受
容
さ
れ
て
い
き
、
２
０
１
９
年
の
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）
京
都
大
会
で

提
唱
さ
れ
た
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

Ａ
Ｓ　

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ　

Ｈ
Ｕ
Ｂ
」、「
文
化
の
ハ

ブ
と
し
て
の
博
物
館
」
が
、
国
際
的
な
定
義

と
さ
れ
ま
し
た
。
年
代
や
階
層
の
区
別
な
く
、

多
く
の
人
々
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

催
中
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

始
ま
り
、
航
空
輸
送
ル
ー
ト
が
制
限
さ
れ
る
中
、

ロ
シ
ア
か
ら
借
用
し
た
貴
重
な
作
品
を
返
却
せ

ね
ば
な
ら
ず
、
新
聞
社
な
ど
の
共
催
も
な
か
っ

た
た
め
に
、
言
葉
通
り
学
芸
員
だ
け
で
あ
ら
ゆ

る
折
衝
を
す
る
こ
と
に
。
陸
路
で
も
、
国
境
前

で
作
品
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
い
っ
た
ん
引
き

返
す
な
ど
、
予
算
的
に
も
オ
ー
バ
ー
し
、
全
作

品
を
返
却
す
る
ま
で
に
は
大
変
な
苦
労
を
経
験

し
ま
し
た
。山
梨 

絵
美
子 

館
長
は「
弊
館
の
学

芸
員
た
ち
は
百
戦
錬
磨
。
そ
の
学
芸
力
は
、
全

国
の
美
術
館
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま

す
」
と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

千
葉
開
府
９
０
０
年
記
念
事
業
も
進
行
中

み
ん
な
の
コ
ラ
ボ
で
街
の
賑
わ
い
創
出
を

21
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、
日
本
経
済
が
停
滞

し
、
全
国
的
に
美
術
館
・
博
物
館
の
存
続
は
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
公
立
館
は
地
域
と
の
連

携
が
重
要
視
さ
れ
、
街
の
賑
わ
い
創
出
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
単
館
で
の
実
現
は

難
し
い
と
言
え
ま
す
。
魅
力
的
な
展
覧
会
を
催

す
こ
と
で
、
街
に
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
民
間
企
業
の
力
を
借
り
た
り
、

美
術
館
の
近
隣
の
飲
食
店
な
ど
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
、
30
周
年
を
迎
え
た
美
術
館
と

一
緒
に
「
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
本
企
画
が
開
催
さ
れ
て
い
る
千
葉
国

際
芸
術
祭
で
は
、
昨
年
度
の
プ
レ
企
画
か
ら
弊

館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
の

千
葉
開
府
９
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
郷
土

資
料
館
で
所
蔵
し
て
い
る
千
葉
の
日
本
画
家
・

田
岡
春
径
の
大
壁
画
「
妙
見
尊
出
現
の
図
」
を
、

【特集】　千葉市美術館　開館30周年
《特集》

千葉市美術館  開館30周年
～市民と学芸員の情熱が築いた“文化のハブ”～

千葉市美術館は1995年11月３日、千葉市中心市街地の一角に中央区役所との複合施設として開館。2020年７
月の拡張リニューアルオープンを経て、幅広い世代の人々が気軽に立ち寄り、主体的にアートや美術館に関わ
るための様々な機会を提供しています。今年、開館30周年を迎えた美術館の「これまで」と「これから」に
ついて、山梨 絵美子 館長にお話を伺いました。

▲「田中一村　新たなる全貌」（2010年）

▲「ジャポニスム─世界を魅了した浮世絵」（2022年）▲「開館記念　喜多川歌麿展」（1995年）

▲2020年のリニューアル時に設置された４階の「つくりかけラボ」は、来場者参加・体験型のアーティストプロジェクトの空間。常に「つくりかけ」をコンセプトに、来場者がアーティスト
　とともに空間をつくる楽しみを体験できる場となっています。　（左）撮影：栗原　諭　（右）撮影：加藤　甫

平
等
に
交
換
し
合
う
場
所
と
し
て
の
博
物
館

が
理
想
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ

て
き
た
の
で
す
。



展覧会スケジュール等を確認のうえ来場ください。

休 館 日：�第₁・₃月曜（祝日の場合は翌平日）、
　　　　　　年末年始（12月29日～₁月₃日）、
　　　　　　メンテナンス日（2025年12月28日）

開館時間：10:00–18:00 （金・土曜日は、20:00まで）
　　　　　　※入場受付は閉館の30分前まで

〒260-0013 千葉市中央区中央3-10-8　TEL：043-221-2311

　スロバキア共和国の首都ブラチスラ
バで２年ごとに開催される、世界最大
規模の絵本原画コンクール、ブラチス
ラバ世界絵本原画展。各賞受賞作家の
作品と、日本代表として参加した作家
10組の絵本と原画作品を展示するほ
か、創作の背景を関連作品および資料
を交えてご紹介します。

ブラチスラバから
やってきた！
世界の絵本パレード
2025年3月22日（土）
　～5月18日（日）

《同時開催》

《同時開催》

　企画展「ブラチスラバからやってき
た！ 世界の絵本パレード」と同時に
開催され、また開館30周年を迎える年
の最初の企画である本展覧会では、所
蔵作品と美術館を楽しむ視点を、いつ
もとはちょっと違うアプローチから提
案します。

日本美術とあゆむ
　─若冲、蕭白から新版画まで

　今年の大河ドラマの主人公・蔦屋重
三郎。
　浮世絵展を数多く手がけてきた千葉
市美術館ならではの内容で、初期の浮
世絵から重三郎が生きた時代、重三郎
の死後に浮世絵が進化していくさまを
ご覧いただくほか、浮世絵の黄金期に
描かれた鳥居清長や喜多川歌麿らの美
人画、東洲斎写楽による役者絵の名品
を展示します。

江戸の名プロデューサー
蔦屋重三郎と
浮世絵のキセキ
2025年5月30日（金）
　～7月21日（月・祝）

　「時代」は明治期から現代まで、「場」
は黎明期の洋画家・堀江正章が指導を
行った旧制千葉中学校（現県立千葉高
校）、ビゴーの滞在で知られる稲毛、
田中一村が住まった千葉寺町、戦後の
千葉アートシーンの拠点となった国松
画廊など、関連する作家と作品を取り
上げ、千葉市美術館を介して過去と未
来が地続きにつながる展示を試みます。

千葉美術散歩
2025年11月1日（土）
　～2026年1月8日（木）

千葉市美術館と
現代美術
2025年8月2日（土）
　～10月19日（日）
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【特集】　千葉市美術館　開館30周年

編集：千葉商工会議所　女性会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
会
館
公
開
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
、
当
女
性
会
は
３
月

2
日
㈰
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
に
て
、
つ
る
し
雛
展
示
及
び
無
料
体
験
教

室
を
開
催
し
、
１
０
３
名
（
内
、
小
中
学
生
60
名
）
の
来
場
者
が
、
つ
る

し
雛
の
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
、
各
々
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
笑
顔
で
お

持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
、
歌
の
お
姉
さ
ん
が

登
場
す
る
な
ど
多
く
の
親
子
連
れ
等
が

集
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
盛
り
上
が
り
に
負
け
な
い
く
ら

い
に
、
当
女
性
会
の
つ
る
し
雛
無
料
体

験
教
室
も
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
複
数

の
中
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
や
、
家
族
連

等
に
積
極
的
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
き
の
つ
る

し
雛
を
、
ス
マ
ホ
に
付
け
て
お
喜
び
頂

い
た
中
高
生
や
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け

る
の
！
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
頂
い

た
小
学
生
等
も
お
り
、
当
体
験
教
室
の 3月2日（日）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
会
館
公
開
イ
ベ
ン
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
会
館
公
開
イ
ベ
ン
ト

つ
る
し
雛
教
室
大
盛
況
！

つ
る
し
雛
教
室
大
盛
況
！

▲特別注文の幟とつるし雛

▲�大盛況につき順番待ちの
親子連れ

▲�千葉市美術館　山梨 絵美子 館長

▲つるし雛無料体験教室のテント前で記念撮影

ジョルジュ・ビゴー《稲毛海岸》明治36年（1903）
千葉市美術館蔵

▲NHK千葉放送局に作成していただいた案内板

▲晴天にも恵まれた当日

▲常に満席状態の会場

テ
ン
ト
は
順
番
待
ち
の
列
が
出
来
、
最

終
的
に
１
０
３
名
の
多
く
の
来
場
者
に

お
楽
し
み
頂
け
ま
し
た
。

当
女
性
会
か
ら
９
名
参
加
の
上
、
お

揃
い
の
法
被
を
着
用
。
法
被
と
同
じ
柄

の
千
葉
商
工
会
議
所
女
性
会
と
書
か
れ

た
幟
に
は
、
開
府
９
０
０
年
の
ロ
ゴ
が

入
り
、
来
年
迎
え
る
千
葉
市
の
同
イ
ベ

ン
ト
の
盛
り
上
げ
に
も
、
貢
献
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
同
放
送
局
１
Ｆ
の
食
堂
に
、

当
会
の
黒
川
会
員
が
同
放
送
局
前
の
ガ

ー
デ
ン
に
て
育
て
ら
れ
た
、
菜
の
花
で

制
作
し
た
押
し
花
額
を
飾
っ
て
頂
い
て

お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
の
ご
厚
意

に
感
謝
し
、
今
後
も
よ
り
佳
い
繋
が
り

で
共
に
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

開館30周年記念で開催される主な企画展

千
葉
市
美
術
館
で
修
復
。
そ
の
作
業
の
様
子

を
一
般
に
公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
氏

の
妙
見
信
仰
に
ち
な
み
「
天
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
展
覧
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
着
任
だ
っ
た
山
梨
館
長

は
、
成
田
空
港
に
近
い
と
い
う
立
地
を
活
か

し
、
今
後
は
国
際
的
な
企
画
へ
の
取
り
組
み

を
展
望
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
、
質
の
高
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
千

葉
か
ら
文
化
を
発
信
す
る
美
術
館
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
気
軽
に
多
く
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
場
で
あ
り
た
い
。

こ
の
美
術
館
で
の
、
作
品
を
通
し
た
体
験
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
来
館
者
の
思
い
出
と
な
り
、
癒

や
し
に
な
り
、
励
み
に
な
り
…
そ
ん
な
場
所

に
な
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
。
ス
タ
ッ
フ
み

ん
な
の
学
芸
力
で
、
今
後
も
様
々
な
企
画
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

い
う
千
葉
市
美
術
館
の
未
来
に
、
ま
す
ま
す

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
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伝統ある老舗の企業をご紹介
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▲スタッフの皆さんと。アットホームな雰囲気のお店です▲人気のパンは午前中には売り切れてしまう

▲1975年にご主人の実家を改装した店舗。

り
返
し
て
い
ま
し
た
。パ
ン
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
経
て
、
24
歳
で
店
を
始
め
た
た
め
、
専
門

学
校
で
パ
ン
に
つ
い
て
の
基
礎
を
学
ん
だ
り
、

長
年
修
行
を
積
ん
だ
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
の
舌
や
経
験
を
頼
り
に
、
独

学
で
試
作
を
重
ね
な
が
ら
日
々
模
索
し
、
自
分

の
パ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

夫
と
2
人
の
息
子

親
子
２
代
で
パ
ン
職
人
の
道
へ

２
０
１
１
年
に
夫
が
病
気
で
他
界
し
て
か
ら

は
、息
子
た
ち
が
跡
を
継
い
で
く
れ
ま
し
た
。
2

人
は
高
校
生
の
と
き
に
ド
イ
ツ
に
留
学
。
パ
ン

職
人
に
な
る
た
め
の
修
業
で
は
な
く
、
知
人
か

ら
「
自
立
す
る
に
は
留
学
が
い
い
経
験
に
な
る
」

と
薦
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
思
い
切
っ
て
海

を
渡
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

長
男
は
、
海
外
の
方
が
肌
に
合
っ
て
い
た
の

か
、
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
し
音
楽
の

道
に
進
み
ま
し
た
。次
男
は
日
本
に
戻
り
、夫
の

元
で
パ
ン
職
人
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
父

の
背
中
を
見
て
覚
え
、
最
初
は
ア
ル
バ
イ
ト
感

幼
な
じ
み
と
結
婚

パ
ン
が
つ
な
い
だ
縁

夫
と
私
は
中
学
時
代
の
同
級
生
で
家
も
近
所

で
し
た
。
夫
は
一
度
、
汐
見
丘
町
（
現
・
千
葉

市
中
央
区
）
に
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、
そ
の
街

に
あ
っ
た
「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
」
と
い
う
パ
ン
屋

で
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

働
い
て
い
る
う
ち
に
パ
ン
作
り
が
好
き
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
ね
、
自
分
の
生
業
に
し
よ
う
と
、

空
き
家
に
な
っ
て
い
た
今
井
町
（
現
・
中
央
区
）

の
実
家
を
改
装
し
、
１
９
７
５
年
に
パ
ン
屋
を

開
店
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
ま
だ
結
婚
は
し
て
お
ら
ず
、
夫
は

一
人
で
店
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
開
店
し

て
1
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、「
店
を
見
に
お
い
で
」

と
誘
わ
れ
、
工
房
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
パ

ン
屋
と
し
て
独
立
し
た
路
面
店
は
珍
し
い
時
代

で
、
興
味
深
く
、「
こ
う
や
っ
て
パ
ン
が
出
来

上
が
る
の
ね
」
と
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
に
、
気
心
が
知
れ
た
同
級
生

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
婚
に
至
り
ま
し
た
。

種
類
豊
富
な
パ
ン
が
人
気
に

独
学
で
自
分
の
パ
ン
を
確
立

結
婚
後
は
、
夫
が
パ
ン
を
作
り
、
私
が
販
売

を
担
当
し
二
人
三
脚
で
店
を
切
り
盛
り
し
て
い

き
ま
し
た
。

当
時
は
パ
ン
屋
が
少
な
く
、
パ
ン
を
販
売
す

る
ス
ー
パ
ー
も
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
店
は

徐
々
に
忙
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
7
種
類

の
パ
ン
が
作
れ
た
ら
家
が
建
つ
」
と
言
わ
れ
た

時
代
で
し
た
が
、
当
店
は
、
調
理
パ
ン
を
は
じ

め
、
菓
子
パ
ン
、
ド
ー
ナ
ツ
類
、
食
パ
ン
と
常
時

約
20
種
類
を
店
頭
に
並
べ
て
い
た
の
で
、
種
類

が
豊
富
と
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
パ

ン
が
温
か
い
！
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
作
り

立
て
の
パ
ン
が
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

パ
ン
屋
の
朝
は
早
く
、
毎
日
午
前
３
時
に
起

き
て
い
ま
し
た
。
作
業
も
重
労
働
で
、
同
時
に

息
子
２
人
の
子
育
て
も
し
て
い
た
の
で
、
肉
体

的
に
も
大
変
な
時
期
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

一
方
で
、
夫
は
パ
ン
作
り
に
試
行
錯
誤
を
繰

覚
だ
っ
た
の
が
、
気
が
つ
く
と
パ
ン
作
り
に
夢

中
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

長
男
も
所
帯
を
持
っ
た
こ
と
で
、
音
楽
は
趣

味
の
世
界
に
と
ど
め
、
日
本
に
戻
っ
て
パ
ン

職
人
の
修
業
を
始
め
ま
し
た
。
千
葉
に
あ
る
某

ベ
ー
カ
リ
ー
に
て
、
働
き
な
が
ら
技
術
等
の
勉

強
を
し
、
家
業
の
「
ロ
リ
ア
ン
」
も
手
伝
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
人
と
も
、
幼
少
期
か
ら
生
地
に
触
れ
、
パ

ン
が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の
で
、
店
を
継
ぐ
こ

と
は
必
然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
た

だ
、
親
子
２
代
で
工
房
に
い
る
と
や
は
り
世
代

間
の
違
い
で
反
発
も
あ
り
ま
し
た
。
粉
と
水
の

配
合
比
率
や
発
酵
の
さ
せ
方
な
ど
、
昔
な
が
ら

の
パ
ン
と
新
し
い
時
代
の
パ
ン
、
父
親
と
若
い

息
子
た
ち
で
は
、
考
え
方
や
作
り
方
で
意
見
の

食
い
違
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
オ
レ
は
オ
レ
」

と
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
パ
ン
を
作
り
、
お
互
い

を
尊
重
し
、
同
じ
棚
に
２
世
代
の
商
品
が
並
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

素
材
や
原
料
に
こ
だ
わ
り

親
子
３
代
が
通
う
パ
ン
屋
さ
ん
に

当
店
は
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
パ
ン
作
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
こ
の
ベ
ー
コ
ン

よ
り
こ
っ
ち
の
ベ
ー
コ
ン
の
方
が
原
価
は
倍
だ

け
ど
お
い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
や
は
り
金

額
よ
り
も
味
を
優
先
し
ま
す
。
最
近
は
、
パ
ン

人
気
が
高
ま
り
、
お
客
さ
ま
の
舌
も
肥
え
て
き

て
い
る
の
で
、
素
材
の
良
し
悪
し
を
見
抜
か
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
原
材
料
の
価
格
は
年
々
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
許
す
限
り
素
材
へ
の
こ
だ
わ

り
は
譲
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

長
男
は
、
時
代
に
乗
っ
た
新
し
い
感
覚
の
パ

ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、リ
ボ
ン
の
形
を

し
た
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
に
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
と
チ
ョ

コ
を
練
り
込
ん
だ
「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
リ
ボ
ン
」

を
販
売
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
目
に
と
ま
り
、

S
N
S
で
「
映
え
る
パ
ン
」
と
し
て
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
60
万
回
再
生
さ
れ
、
評
判

の
商
品
に
な
り
ま
し
た
。
次
男
は
、
夫
の
パ
ン

を
継
承
し
、
チ
ョ
コ
コ
ロ
ネ
や
あ
ん
パ
ン
な
ど

昔
な
が
ら
の
パ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
レ

ト
ロ
な
パ
ン
と
、
新
し
い
時
代
の
パ
ン
が
同
じ

店
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
パ
ン
屋
は
珍
し
い
よ

う
で
、
地
元
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
遠
方
か
ら

足
を
運
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ま
も
い
ま
す
。
親

子
３
代
で
店
に
通
っ
て
く
れ
る
常
連
さ
ん
も
多

く
、開
店
当
時
小
学
生
だ
っ
た
お
子
さ
ん
が
、50

年
経
っ
て
孫
を
連
れ
て
来
店
し
て
く
れ
る
な
ど
、

「
看
板
の
な
い
パ
ン
屋
」と
し
て
地
域
の
方
々
に

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
愛
情
込
め

た
パ
ン
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
て
、「
お
い

し
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
で
す
。

夫
の
遺
志
を
継
い
だ
息
子
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
感
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
次
の
世
代
の
お
客
さ
ま
に
も
訪
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
親
子
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
蘇
我
駅
西
口
よ
り
徒
歩
１
分
、
木
枠
の
ド
ア
と
青
い
窓
枠
が
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
手
作
り

パ
ン
工
房
「
ロ
リ
ア
ン
」
は
、
創
業
50
年
を
迎
え
ま
す
。
パ
ン
職
人
だ
っ
た
ご
主
人
の
長
谷
川
修
さ
ん
が
亡
き
後
も
、

父
の
遺
志
を
継
い
だ
息
子
さ
ん
2
人
と
共
に
店
を
守
り
続
け
る
、
店
主
の
長
谷
川
馨
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

父
の
跡
を
継
ぎ
、
息
子

父
の
跡
を
継
ぎ
、
息
子
22
人
が
奮
闘
す
る

人
が
奮
闘
す
る

地
元
で
愛
さ
れ
続
け
る
看
板
の
な
い
パ
ン
屋
さ
ん

地
元
で
愛
さ
れ
続
け
る
看
板
の
な
い
パ
ン
屋
さ
ん

パン工房の老舗

ロリアン（LORIENT）
〜地域に根差して50年〜

〒260-0834　千葉市中央区今井2-8-6
電話／043-265-5165

営業時間：10:00〜18:00　　定休：火・水曜日

手作りパン工房 ロリアン
（LORIENT）

会社DATA

▲�欧州にあるような看板が日本には当時なかったので、素敵
な看板が見つかったら付けようと思っているうちに、いつ
しか「看板のないパン屋さん」と言われるように

▲フランスの小さな街「ロリアン」が店名の由来という
　店主の馨子さん

▲左・長男の陽介さん、右・次男の俊さん

◀1989年に建て替えた現在の店舗

▲�ＳＮＳで話題になった「クロワッサンリボン」（400円）。
そうめんのように細い生地を巻き付けていくので、手間
と時間がかかるため週末だけの販売に
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第
３
回「
地
域
づ
く
り
研
究
会
」を

実
施
し
ま
し
た
！

当
協
議
会
地
域
づ
く
り
部
会
は
、
２
月
14
日

（
金
）
に
第
３
回
「
地
域
づ
く
り
研
究
会
」
を
実

施
し
、「
１
階
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
～
よ
い

地
域
よ
い
社
会
の
「
よ
い
」
と
は
何
か
～
と
題

し
て
株
式
会
社
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル 

代
表
の
田

中
元
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
物
の
1
階
部
分
に
注
目
し
た
田
中
氏
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
や

具
体
的
な
事
例
（
私
設
公
民
館
の
運
営
な
ど
）

を
絡
め
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、「
中
央
公
園
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
に

つ
い
て
「
ど
う
な
っ
て
ほ
し
い
か
？
」「
な
ぜ
、

そ
う
思
う
か
？
」
な
ど
、
白
熱
し
た
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
当
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
人
材
の
発
見
や
育
成
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲研究会の様子

中
心
市
街
地
イ
ベ
ン
ト
情
報　
【
５
〜
６
月
】

▲�第5回千葉まちゼミの様子「ラジオ体操と
正しい歩き方講座」

当
協
議
会
千
葉
ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会
で
は
、
令
和

７
年
６
月
１
日
㈰
～
30
日
㈪
の
期
間
、
千
葉
市
中
心
市

街
地
の
参
加
店
舗
に
て
、「
第
６
回
千
葉
ま
ち
ゼ
ミ
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
、
全
44
講
座
開

催
予
定
で
す
。

各
講
座
の
受
講
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
5
月
21
日
㈬

か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

【
ま
ち
ゼ
ミ
と
は
？
】

各
個
店
の
お
店
の
方
が
講
師
と
な
り
、
美
容
・
健

康
・
つ
く
る
・
学
ぶ
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
、プ

ロ
な
ら
で
は
の
専
門
知
識
や
コ
ツ
を
受
講
料
無
料
で
学

べ
る
少
人
数
制
の
ミ
ニ
講
座
で
す
。（
一
部
材
料
費
が
か

か
る
講
座
あ
り
）

※�
各
講
座
の
詳
細
や
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
第
６
回
千
葉
ま
ち
ゼ
ミ
」

申
込
み
受
付
開
始
！

千
葉
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
▼

５月
2㈮

〜6（火・祝）
「
食
楽
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
21
」

音
楽
・
踊
り
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
地
元

千
葉
の
店
舗
に
よ
る
出
店
等
を
予
定
。

中央公園

11㈰〜

「
福
祉
親
睦
バ
ザ
ー
＆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
日
」

各
団
の
バ
ザ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
。
中央公園

16㈮
〜18㈰

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

千
葉
県
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
ク
ラ
フ
ト

ブ
リ
ュ
ワ
ー
、
フ
ー
ド
が
結
集
。

中央公園

24㈯

「
ベ
イ
サ
イ
ド
ジ
ャ
ズ
２
０
２
５
千
葉
」

県
内
高
校
吹
奏
楽
部
や
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
な
ど

の
演
奏
。

中央公園

25㈰

「
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

ち
ば
２
０
２
５
」

20
組
以
上
の
大
道
芸
人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
。

中央公園

６月

1㈰

「
千
葉
開
府
ま
つ
り
２
０
２
５
」

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
出
店
を
予
定
。

中央公園

1㈰

「
通
町
門
前
市
場
」

近
隣
事
業
者
の
物
品
や
飲
食
販
売
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
縁
日
大
会
等
を
予
定
。

通町公園

■
千
葉
市
美
術
館
情
報

〜5/18㈰

開
館
30
周
年
記
念
企
画
展

「
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
か
ら
や
っ
て
き
た
！
世
界
の
絵
本

パ
レ
ー
ド
」「
ノ
ッ
ク 

ノ
ッ
ク
！
千
葉
市
美
術
館

を
た
の
し
む
４
つ
の
扉
」

5/30㈮
〜7/21（月・祝）

開
館
30
周
年
記
念
企
画
展

「
江
戸
の
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

蔦
屋
重
三
郎
と
浮

世
絵
の
キ
セ
キ
」「
日
本
美
術
と
あ
ゆ
む
―
若
冲
・

蕭
白
か
ら
新
版
画
ま
で
」

※
イ
ベ
ン
ト
は
予
告
な
く
中
止
・
延
期
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。


